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きる。   
聖ヤコブと柱の聖母の図像は 17 世紀にコンポステーラでもサラゴサでも取り入れられた。これ
は聖ヤコブ崇敬と柱の聖母崇敬が結びつくことによって、近世の民衆に最も求められていた「病気
治癒」と「天候回復」の加護が得られることにある。16世紀の宗教改革の影響によって一度は減少
傾向を見せたサンティアゴ巡礼が、17世紀に再び関心を呼び、サンティアゴ巡礼の揺り戻しが起こ
ったとされるその理由として両聖人の結びつきがあったと考えられる。ペストに対して万能な治癒
力を持つ聖ヤコブへの崇敬、聖ヤコブの聖遺物的存在である大聖堂、柱の聖母と伝承上の繋がりを
持つサンティアゴ巡礼、この３つが結びついたものが近世における聖ヤコブへの信心であった。近
世のサンティアゴ巡礼とは、「病気治癒」「天候回復」の両聖人の加護を求める巡礼の旅であったと
考えられる。 
以上のように、自然災害や病についての原因が特定できず神罰として解釈されていた時代、聖ヤ
コブは中世初期の気候最悪期の終盤では「病気治癒」と「悪魔祓い」に効験のある聖人として讃え
られた。その後中世中期の温暖期になり天候が安定すると、「病気治癒」以外の効験が高まり、合
戦中の加護、また巡礼中の加護が重視されて「危難回避」の聖人としての役割も付加された。やが
て近世に入り、小氷期の異常気象や寒冷が最も顕著に現れた 17 世紀になると、柱の聖母と習合す
ることにより「病気治癒」と「天候回復」の加護が両聖人に見出された。このように聖ヤコブは民
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衆の心の拠り所として、各時代によって求められる効験やその崇敬の在り方を少しずつ変化させな
がら、癒しの奇跡をもたらしてきた聖人であったと考えられる。 
